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日本版DMO（Destination Management/Marketing Organization） 

地域の多様な関係者を巻き込みつつ、科学的アプローチを取り入れた観光地域づくり
を行う舵取り役となる法人。地域資源を最大限に活用し、効果的・効率的な集客を図
る「稼げる」観光地域づくりを推進する。 

 

 
 

１ ビジョン改定の意義 

■ 「いわき市観光まちづくりビジョン」は、本市の地域経済を牽引する戦略産業のひとつで

ある“観光産業”において、観光・物産の振興によって、地域経済の活性化と地域社会の質の

向上（＝まちづくり）を目指す幅広い活動を「観光まちづくり」と捉え、観光関連事業者及

び行政機関、関係団体等が理念を共有し一丸となって推進する「観光と物産の振興に係る全

市的な計画」として、いわき観光まちづくりビューローを中心に平成22年５月に策定され 

たものです。 

 

■ しかし、平成23年３月に発生した東日本大震災及び福島第一原子力発電所事故の影響に よ

り、本市を取り巻く環境は一変し、観光産業も甚大な被害を受けました。このため、ビジョ

ンに則した各種施策の遂行は困難となり、震災以降は、観光施設の復旧や風評の払拭な ど、

新たな喫緊の課題への対応を最優先事項として、観光産業の復興に向けた取組みを進めてき

たところです。 

 

■ 一方、国は、平成26年９月に、人口減少・少子高齢化に直面する我が国の最重要課題とし

て「地方創生」を掲げました。その柱のひとつに「観光による地域の活性化」が位置付けら

れ、平成28年３月には「明日の日本を支える観光ビジョン」が策定されるとともに、観光分野

における地方創生の実現に向けては、国内外からの観光客の地方への流動を戦略的に創出し、

地域の「稼ぐ力」を引き出すため、「日本版ＤＭＯを核とした観光地域づくり」を推進するこ

とが重要とされました。 
 

■ 震災から８年が経過する中、我が国の観光を取り巻く環境は、人口減少や少子高齢化に伴

う国内観光需要の減少のみならず、外国人観光客の増加や観光ニーズの多様化など、大きく

変わりつつあります。今後の本市の観光振興においては、震災後の状況や、これまでの取組

みを踏まえつつ、これら環境の変化に的確に対応した施策の展開が求められます。 

 
■ このため、今般、平成22年度に策定した「いわき市観光まちづくりビジョン」を全面的に

改定し、各種環境の変化を踏まえた今後の本市の観光振興施策の指針として、また、観光による
地域の活力向上を図るための多様な関係者が共有する明確なビジョンとして位置づけ、 

「観光まちづくり」の実現のために効果的に推進する各種戦略を定めることとします。 

■ いわき観光まちづくりビューローにおいては、国の政策に則り、平成30年３月、観光庁よ

り「日本版ＤＭＯ」の登録認定を受けたことから、本ビジョンの実現に向けた施策推進の中

核組織として、観光関連事業者及び行政機関、関係団体等との連携をより一層強化しながら、

各種データの収集・分析に基づく戦略的な観光地域づくりに取り組みます。 

 
※ 本ビジョンは、その対象期間を概ね５年間としますが、観光まちづくりに係る環境の変化

等に応じ、全体の目的に反しない範囲で、柔軟に変更していくものとします。 
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東日本大震災及び福島第一原子力発電所事故発生 

 

２ ビジョン改定の背景 
 

平成20年度 社団法人いわき観光まちづくりビューロー設立 

 本市の観光振興に関する施策や事業の推進は、行政とともに「社団法人いわき 市

観光物産協会」が中心的な役割を担ってきたが、「観光戦略の推進体制の確立」を最

優先課題として、平成20年６月１日、社団法人いわき市観光物産協会を発展的

に解消する形で、「社団法人いわき観光まちづくりビューロー」が発足した。 
 

【観光まちづくりの推進体制】 

いわき観光まちづくりビューローを中核機関として、各事業者や市民も含む
それぞれの主体が連携・協働して戦略を展開（ビューロー会員事業所の参加
による事業部会体制を中心に事業を実施、行政機関・関係団体等と連携・協 調
し役割分担）する。 

 

・いわき市の観光の窓口 
いわき観光     

・観光戦略の立案と実践 
まちづくり 
ビューロー 

・地場観光資源の掘り起こしと創出 

の役割 
  ・観光まちづくりの総合的コーディネート  

平成22年度 「平成22年度 いわき市観光まちづくりビジョン」策定 

いわき観光まちづくりビューローの発足を契機に、ビューローが本市観光振興

の中核機関であるとの認識のもと、行政機関や関係団体等と共有する観光・物

産振興に係る全市的な計画として、「平成22年度 いわき市観光まちづくりビジ

ョン（以下、「22年度ビジョン」という。）」を策定した。 

22年度ビジョンに示す戦略の実施主体は、ビューロー会員を中心とした民間各

分野の事業者が主となるが、観光・物産振興は、市や地域の重要な戦略分野で

あることから、行政機関や関係団体等との有機的な役割分担による一体的な体

制により推進するものとした。 

 

22年度ビジョンに基づく各種事業遂行の中、平成23年3月11日に東日本大震災

及び福島第一原子力発電所事故が発生し、甚大な被害を受けた。 

震災による物理的な被害のみならず、風評による産業界への影響も深刻であり、

特に農林水産品は多大な風評被害に晒され、それを主要な資源要素とする観光・物

産関係者も重大な局面に立たされることとなった。 

 
※ 以後、復興関連事業を最優先とし、地域を挙げて様々な観光誘客キャンペー

ンや産品流通ルートの開拓・ＰＲ等の取組みを進めているが、風評の払拭に

は至っていない。 
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平成27年度 22年度ビジョンの見直しを検討 

 震災後の状況を踏まえ、ビューローの体制強化を図るべく、一般財団法人いわ

き市産業振興公社との合併に向けた調整を開始した。併せて、22年度ビジョン

の策定から５年が経過すること、また、震災の影響や観光を取り巻く環境の変

化等を踏まえたビジョンの見直しが必要との認識から、22年度ビジョンの改定

に向けた作業に着手した。 

しかし、その間、国において、地方創生実現に向けた「日本版DMO」創設推進

の動きが本格化（平成27年11月 観光庁「日本版DMO候補法人登録制度」創

設）したことから、市とともに今後のビューローの在り方を検討した結果、本

市における日本版DMOの確立に向けた取組みを優先的に進めることとなり、

22年度ビジョンの改定は公表に至らなかった。 

平成28年度 日本版DMO候補法人への登録 

 平成28年4月1日より、一般財団法人いわき市産業振興公社を吸収合併し、新たな

体制になるとともに、市と連携しながら「日本版DMO形成・確立計画」の策定

を進め、平成29年1月20日付で観光庁の「日本版DMO候補法人」に登録され

た。 

平成29年度 日本版DMOへの登録 

 「日本版DMO候補法人登録制度」が拡充され、実績のある日本版DMO候補法人 を

「日本版DMO」として登録する制度が創設されたことから、観光庁へ取組みの

実績を報告し、平成30年3月30日付で、「日本版DMO」に登録された。 

平成30年度 22年度ビジョンの改定 

 「日本版DMO」への登録を契機に、22年度ビジョンを検証し、当初の観光まち

づくりの理念・目標を継続しつつ、DMOの考え方を加え、ビジョンを改定する。 
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【震災後のビューローの活動方針】 
 

 
平成

23年度 

➢ 「がんばっぺ！いわき」から「来てくんちぇいわき」へ 
〇風評対策・払拭 
〇復興に向けた各種キャンペーンの実施 
〇地域イメージの回復と復興への機運の醸成 

 
平成

24年度 

➢ 「感謝」と「ようこそ」の気持ちで 
〇風評払拭 
〇復興のアピール（イメージ回復）と賑わいの復活 
〇地域への愛着と自信の回復 

 
平成

25年度 

➢ 公益法人改革により一般社団法人となる 
〇風評払拭【地域の素材を活かした商品力の向上】 
〇地域ブランドの造成【交流・商品づくり】 
〇いわきプライドの展開【愛着と自信と誇りの創出】 

平成
26年度 

〇風評払拭と震災の記憶の風化防止【正確な情報発信強化】 
〇地域ブランドの造成【いわきならではの商品づくり】 
〇いわき「おん返し」の展開【感謝の気持ちでおもてなし】 

 

第
1 

章 

第 
２ 
章 

第 
３ 
章 



第１章  いわき市観光まちづくりビジョンの改定にあたって 

5 

 

 

本ビジョンの位置づけと計画期間（2019年度～2023年度：５年間） 

観光まちづくりビジョン 

新･いわき市総合計画 

いわき創生総合戦略 

いわきの地・人のアイデンティ 
ティをもう一度見つめ直し磨き
上げ、他にはない、いわきオリジ
ナルの都市ブランドを築いてい
くための方針 

いわき市シティセールス基本方針 

観光施策による地域経済の活性化及び地域の
質の向上（観光まちづくり）の実現に向けた
取組みを示す計画 

⇒官民連携による「稼げる観光」への転換 

人口減少の進行に歯止めをかけ、将来
にわたりまちの活力を持続していくこ と
を目的として今後の政策の方向性を定
めた戦略 

目指すべきいわき市の姿（基本構想）を具
現化するための市民・事業者・行政による
最も基本となる計画 

地域と連携した取組み 

行政機関や関係団体と
連携した取組み 

ビューロー会員や
民間の取組み 

ＤＭＯ独自の取組み 

 

３ ビジョンの位置づけ 

■ 「いわき市観光まちづくりビジョン」は、本市における観光・物産振興に関して、2019 

年度から2023年度までの５年間における展望を示すものであり、いわき観光まちづくりビ

ューローを中心に、行政機関、商工団体、事業者、市民などの多様な主体が共有すべき基本

的な方針とします。 

また、本ビジョンは、行政機関や関係団体等との適切な役割分担のもと、互いに連携しな

がら目標達成を目指すものであり、今回の改定にあたっては、国・県の観光施策の動向を踏

まえ、いわき市の既存の行政計画に十分留意するとともに、本ビジョンの内容が、今後改定

される行政計画に反映されるよう努めるものとします。 
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章 

【22年度ビジョンにおける目標水準】（対象期間：平成22年度から概ね5年間） 

市内観光交流人口１.２倍 市内宿泊者数１.２倍 

 

４  22年度ビジョンの検証 

■ 改定にあたり、22年度ビジョンに基づく取組みを検証します。 

 
⑴ 22年度ビジョンの「目標水準」の達成度について 

 

  

 
【市内観光交流人口の推移】 （人） 

 

平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 

10,735,110 3,678,920 7,338,297 7,888,405 7,747,985 8,083,906 7,984,678 8,141,142 8,004,534 

 

 
15,000,000 

 

10,000,000 

市内観光交流人口 

 

5,000,000 

 

0 

平成22年  平成23年  平成24年  平成25年  平成26年  平成27年  平成28年  平成29年  平成30年 

 

【市内宿泊者数の推移】 （人） 
 

平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成28年 平成30年 

980,722 512,066 708,434 765,925 749,661 776,723 732,140 736,388 724,704 

 

 
1,500,000 

市内宿泊者数 

 

1,000,000 

 

500,000 

 

0 

平成22年  平成23年  平成24年  平成25年  平成26年  平成27年  平成28年  平成29年  平成30年 

震災の影響が大きく、それぞれの目標水準は、達成できていない。

市内観光交流人口０.８倍 市内宿泊者数０.８倍 
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▶｢観光｣と｢物産｣の連携強化による相乗効果の発揮 

▶観光・物産振興体制における組織力の強化・確立 

▶観光・物産振興活動展開の拠点機能の強化 

▶多彩な地域資源を生かす商品造成の推進 

▶商品を幅広く売り込む販路の開拓 

▶情報発信力の強化による知名度・ブランド力の強化 

▶市域を超えた広域的な観光連携の強化 

▶観光・物産を担う人づくりと市民意識の醸成 

▶観光都市にふさわしい環境条件の向上促進 

22年度ビジョン策定時の観光まちづくりの課題 

ⅰ 組織づくり 

ⅱ 拠点づくり 

ⅲ 商品づくり 

ⅳ 販路づくり 

ⅴ ブランド力づくり 

ⅵ 人づくり 

ⅶ 環境づくり 

課題解決のための
基本戦略 

 

⑵ 22年度ビジョンの「基本戦略」の達成度について 

① 22年度ビジョンにおける「観光まちづくり」の課題と基本戦略 

 

② 基本戦略の検証・進捗状況 

… 観光・物産振興体制における組織力の強化・確立 
 

> 主な取組み 
 

平成23年度 
○ いわき市・いわき商工会議所・常磐興産株式会社より人員派遣 
○ 来てくんちぇ！いわき・福島全国キャラバンの実施（観光事業者連携） 

平成24年度 
○ いわき市より緊急雇用創出基金事業の受託による人員増 
○来てくんちぇ！いわき観光キャンペーンの実施（観光事業者連携） 
○いわき・ときわ路夢街道キャンペーンの実施（JR東日本連携） 

平成25年度 
○ いわき市より緊急雇用創出基金事業の受託による人員増 
○いわき・ときわ路夢街道キャンペーンの実施（JR東日本連携） 

平成26年度 ○ いわき市より緊急雇用創出基金事業の受託による人員増 

平成27年度 ○ 一般社団法人化 

 
平成28年度 

○ 一般財団法人いわき市産業振興公社との統合 ➡ 人員増 
○ 日本版DMO候補法人への登録 
○ いわき市・常磐興産株式会社より人員派遣 
○ いわきサンシャイン博の実施（市内地域連携） 
○港区との交流バスツアーの実施（港区連携） 

 

平成29年度 

○ 日本版DMO法人への登録 ➡ 人員増 
○ いわき市・常磐興産株式会社より人員派遣 
○いわきアフターサンシャイン博の実施（市内地域連携） 
○港区との交流バスツアーの実施（港区連携） 

 

平成30年度 

○ いわき市・常磐興産株式会社より人員派遣 
○観光まちづくり推進事業の実施（市内地域連携） 
○「商店街友好都市との交流に関する基本協定」締結10周年記念事業の

実施（港区連携） 

ⅰ 組織づくり 
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> 検証 

● 震災後の各種キャンペーンの実施による観光・物産事業者やＪＲ東日本との連携 

強化、バスツアー等の実施による港区との連携強化、いわきサンシャイン博の実施

による地域・市民団体との連携強化が図られた。 

● 震災後、市からの緊急雇用創出基金事業の受託により一時的に人員が増加するも、

継続的な雇用には結びつかず。 

● 一般財団法人いわき市産業振興公社との統合による組織拡大と、いわき市石炭・

化石館の指定管理業務受託に伴い、同施設内の売店を販売拠点として、自主財源の確

保に努めた。 

● 日本版DMOの形成・確立に向け、プロパー職員を増員した。 

> 課題 

● 事務局体制の強化 

● 自主財源の確立 

● 会員事業者との連携強化 

> 課題解決に向けた今後の取組み 

● 事務局職員の専門知識の習得と職員のプロパー化 

● 自主財源確保のための新たな仕組みづくりの検討 

● 各事業部会の活性化 
 
 

… 観光・物産振興活動展開の拠点機能の強化 

> 主な取組み 
 

平成23年度 ○ 事務所をいわき市石炭・化石館へ移転 

 
平成28年度 

○ 一般財団法人いわき市産業振興公社との統合 
○ いわき市石炭・化石館の指定管理業務受託 
○ いわきサンシャイン博におけるビジターセンターの設置 
○ 日本版DMO候補法人への登録 

平成29年度 ○ 日本版DMOへの登録 

> 検証 

● 一般社団法人いわき市産業振興公社との統合及びいわき市石炭・化石館の指定管

理業務の受託を契機に、同施設内の売店を拠点として、いわき産品の販売強化に取

り組んだ（マルシェやフェアを開催）。 

● 市制施行50周年記念事業「いわきサンシャイン博」においては、いわき市石炭・化

石館を観光案内の中核に据え、さらには、各種ツアーの発着所とするなど拠点とし

て活用した。 

● 観光まちづくりの中核を担う組織として、日本版DMOへ登録される。 

> 課題 

● いわき産品販売の拠点スペースの拡充や人員体制の強化 

● 観光案内体制の充実と、さらなる情報受発信の仕組みづくり 

> 課題解決に向けた今後の取組み 

● いわき市石炭・化石館内のコミュニティスペースの有効活用と人員の増強 

● WEBサイトやSNS等、デジタル技術の活用による情報受発信の強化 

ⅱ 拠点づくり 
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※いわき市旅行商品販売促進支援事業（Ｈ24～26） 

➡ 送客人数  52,317人（宿泊 19,753人／日帰り 32,564人） 

※いわき市バス助成事業（Ｈ28～29） 

➡ 送客人数 9,733人（宿泊 5,515人／日帰り  4,218人） 

 
 

… 多彩な地域資源を生かす商品造成の推進 

> 主な取組み 
 

平成23年度 ○ いわき産品塾の実施 

平成24年度 
○ 旅行商品販売促進支援事業の実施 
○ いわき産品塾の実施 

平成25年度 
○ 旅行商品販売促進支援事業の実施 
○ いわき産品塾の実施 

平成26年度 
○ 旅行商品販売促進支援事業の実施 
○ いわき産品塾の実施 
○ プレふくしまデスティネーションキャンペーンの開催 

平成27年度 
○ いわき産品塾の実施 
○ ふくしまデスティネーションキャンペーンの開催 

 
平成28年度 

○ バス助成事業の実施 
○ ギフトフェアの開催 
○ いわきサンシャイン博の開催（旅行商品の造成） 
○ アフターふくしまデスティネーションキャンペーンの開催 

平成29年度 
○ バス助成事業の実施 
○ お中元・お歳暮ギフトフェアの開催 
○ いわきアフターサンシャイン博の開催（旅行商品の造成） 

 
平成30年度 

○ バス助成事業の実施 
○ お中元・お歳暮ギフトフェアの開催 
○ 観光まちづくり推進事業の実施（旅行商品の造成） 
○ 旅行エージェント等との商談会実施 

> 検証 

●震災後に大幅に減少した団体客の誘致と風評払拭のため、「いわき市旅行商品販売促

進支援事業」として、市内外の旅行業者と連携した商品造成と団体客の誘客を図った。

また、平成28年度からは、規模を縮小し、団体客誘致のための「いわき市バス助成

事業」を実施している。 
 

●旅行商品造成については、旅行会社（クラブツーリズムやJTB、農協観光等）と連携

した商品造成のほか、ふくしまデスティネーションキャンペーン及びいわきサンシャイ

ン博を通じて、地域資源の掘り起しと商品造成に取り組んだ。 

 

※「いわきサンシャイン博」（H28）のツアー造成実績 

➡ ツアー本数：35本、参加人数：1,349人、地域素材活用：80か所 

※「いわきアフターサンシャイン博」（H29）のツアー造成実績 

➡ ツアー本数：29本、参加者数： 711人、地域素材活用：87か所 

※「観光まちづくり推進事業」（H30）のツアー造成実績 

➡ ツアー本数：11本、参加者数： 209人、地域素材活用：35か所 

ⅲ 商品づくり 
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●いわき産品塾については、専門家を招いての商品開発の相談会やバイヤーとの商談会へ

の参加を通して、商品づくりに努めた。 

●平成28年度からは、市内事業者の魅力ある産品の組み合わせによる、オリジナルギフト

づくりについても、取組みをはじめている。 

> 課題 

● 団体客の誘致 

● 新たな需要の喚起と販路拡大 

● いわき産品におけるオリジナリティあふれる商品の開発支援 

● 地域資源の掘り起こしによる旅行商品の開発や受入態勢の整備 

> 課題解決に向けた今後の取組み 

● 団体客誘致のためのバス助成制度の継続 

● ニューツーリズムへの対応や広域的な観光連携 

● 産品の商品組合せによるオリジナル商品や新商品の開発支援 

● 継続した地域資源の掘り起こしと磨き上げによる商品造成やインバウンド対策 
 
 

… 商品を幅広く売り込む販路の開拓 

> 主な取組み 
 

平成23年度 ○ 物産展等への参加（46件） 

平成24年度 
○ 物産展等への参加（48件） 
○ 首都圏等におけるマルシェ参加（12回） 
○ がんばっぺ！いわきウィークの開催（港区等の70店舗） 

 
平成25年度 

○ 物産展等への参加（47件） 
○ 首都圏等におけるマルシェ参加（29回） 
○ いわき味わいフェアの開催（港区等の44店舗） 
○ 産品販売WEBサイトの開設（いわき ら･ら･市場） 

平成26年度 
○ 物産展等への参加（47件） 
○ 首都圏等におけるマルシェ参加（25回） 
○ がんばっぺ！いわきフェアの開催（港区等の50店舗） 

平成27年度 
○ 物産展等への参加（42件） 
○ 首都圏等におけるマルシェ参加（11回） 

平成28年度 
○ 物産展等への参加（44件） 
○ いわきサンシャイン博の開催（地域物産展） 

平成29年度 ○ 物産展等への参加（41件） 

平成30年度 
○ 物産展等への参加（49件） 
○ 産品販売WEBサイトのリニューアル（いわきの逸品） 

> 検証 

● 首都圏の物産展等への出展により、固定客やファンが増えてきている。 

● 東京都小金井市や神奈川県川崎市のマルシェに参加し、販売手法を学ぶとともに、

一定の固定客を得た。 

● がんばっぺ！いわきウィークやいわき味わいフェアでは、交流のある港区新橋の

飲食店において、いわき産品を使った料理を提供していただき、いわき産品の販路

の拡大を図った。 

ⅳ 販路づくり 
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● インターネットによる産品販売にも取り組んでいるが、利用が伸び悩んでいる。 

● 様々な機会において商談会に参加し、販路の拡大に努めている。 

● いわきサンシャイン博において、市内地域の産品を紹介・販売した。 

> 課題 

● 既存販路の拡大と新たな販路の開拓 

● インターネットによる産品販売の強化 

● 旅行商品の充実 

> 課題解決に向けた今後の取組み 

● 首都圏の物産展等への継続的な参加による既存販路の拡大 

● 広域連携の推進やインバウンドを対象とした新たな販路の開拓 

● デジタル広告等の活用による情報発信力の強化 

● 商談会等への積極的な参加と、販売ネットワークを持つ関係団体との連携強化 

 

… 情報発信力の強化による知名度・ブランド力の強化 

… 市域を超えた広域的な観光連携の強化 

> 主な取組み 
 

平成23年度 
○ がんばっぺ！いわき復興祭の開催 
○ いわきの食でないと2012の開催 

平成24年度 
○ いわき大物産展の開催（いわき小名浜みなとフェスティバル） 
○ いわきの食でないと2013の開催 

平成25年度 
○ いわき大物産展の開催（いわきサンシャイン・フェスタ2013） 
○ いわきの食でないと2014の開催 

平成26年度 
○ プレふくしまデスティネーションキャンペーンの開催 
○ いわき大物産展の開催（いわきサンシャイン・フェスタ2014） 
○ 池袋WACCA（再開発ビル）におけるプロモーションの実施 

平成27年度 
○ ふくしまデスティネーションキャンペーンの開催 
○ いわき大物産展の開催（いわきサンシャイン・フェスタ2015） 

 
平成28年度 

○ アフターふくしまデスティネーションキャンペーンの開催 
○ いわきサンシャイン博の開催（いわき地域の魅力発信） 
○ いわき大物産展の開催（いわきサンシャイン・フェスタ2016） 
○ いわきふるさと産品推奨審査会の実施 
○ 「常磐もの」プロモーションの実施 

平成29年度 
○ いわき大物産展の開催（IwakiLaiki米粉フェスタ併催） 
○ 「常磐もの」プロモーションの実施 

平成30年度 
○ いわき大物産展の開催（いわきサンシャイン・フェスタ2018） 
○ 「常磐もの」プロモーションの実施 

> 検証 

●市内においては、大物産展や「いわきの食でないと」を開催し、いわき産品の認知

度向上を図った。 

● ふくしまデスティネーションキャンペーンを通して、全国へ魅力を発信するとと

もに、いわきサンシャイン博を通して、市内各地域の魅力を発信した。 

ⅴ ブランド力づくり 
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平成24年度 ○ SNS / Facebookセミナーの開催 

平成25年度 ○ ソーシャルメディアセミナー2014の開催 

平成27年度 ○ ソーシャルセミナー2015の開催 

平成28年度 
○ いわきサンシャイン博の開催（サンシャイン学講座） 
○ 観光まちづくりセミナーの開催（日本版DMOの構築×1回） 

平成29年度 
○ いわきアフターサンシャイン博の開催（サンシャイン学講座〉 
○ 観光まちづくりセミナーの開催 
（デジタルマーケティング×1回、DMO勉強会×1回） 

平成30年度 
○ 観光まちづくりセミナーの開催 
（デジタルマーケティング×3回、地域ブランディング×2回） 

 

第 
４ 
章 

※いわきサンシャイン博 サンシャイン学講座 13回  491人受講 

※いわきアフターサンシャイン博 サンシャイン学講座  13回  406人受講 

 
 

● 水産業の復興のため、市及び関係団体等と連携して、いわき産水産物や水産加工品、郷

土料理などを含めた「常磐もの」のブランド化推進に取り組んだ。 

> 課題 

● 認知度向上 

● 広域的なプロモーション連携 

● 風評払拭とプロモーション強化 

> 課題解決に向けた今後の取組み 

● 継続した情報発信による認知度向上 

● インバウンドを意識した広域連携によるプロモーション展開 

● レシピ提供や販売店・食事処等、事業者と連携した産品のプロモーション強化 

 
… 観光・物産を担う人づくりと市民意識の醸成 

 

> 主な取組み 

> 検証 

● 震災前には、観光コンシェルジュの育成を目指し「観光基礎講座」や「おもてなし

講習会」を実施してきたが、震災の影響で中止している。 

● いわきサンシャイン博を契機として、地域を見直す「サンシャイン学講座」を実施

し、多くの参加者が受講した。 

● 県観光物産交流協会との連携により、観光・物産事業者を支援するための観光まち

づくりセミナーを開催した。 

> 課題 

● 知識習得者の活躍の場の創出 

● ボランティア団体の高齢化 

> 課題解決に向けた今後の取組み 

● 旅行や視察等、関係事業における知識習得者の積極的活用 

● 教育機関（高等学校、高専、大学等）との連携によるボランティアへの参加促進 

ⅵ 人づくり 
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※シャトルバス利用状況（平成27～30年度） 

 
 

… 観光都市にふさわしい環境条件の向上促進 

> 主な取組み 
 

平成27年度 
○ 国宝 白水阿弥陀堂シャトルバス運行（新緑のライトアップ） 
○ 遠野周遊シャトルバス運行 （遠野もみじまつりin龍神峡） 

平成28年度 
○ 国宝 白水阿弥陀堂シャトルバス運行（夜間特別拝観…新緑・紅葉） 
○ 四倉周遊シャトルバス運行 （四倉海水浴場の開設期間） 
○ 遠野周遊シャトルバス運行 （遠野もみじまつりin龍神峡） 

平成29年度 
○ 国宝 白水阿弥陀堂シャトルバス運行（夜間特別拝観…紅葉） 
○ 四倉周遊シャトルバス運行 （四倉海水浴場の開設期間） 
○ 遠野周遊シャトルバス運行 （遠野もみじまつりin龍神峡） 

平成30年度 
○ 国宝 白水阿弥陀堂シャトルバス運行（夜間特別拝観…紅葉） 
○ 四倉周遊シャトルバス運行 （四倉海水浴場の開設期間） 
○ 遠野周遊シャトルバス運行 （遠野もみじまつりin龍神峡） 

> 検証 

● ふくしまデスティネーションキャンペーンを契機として、国宝 白水阿弥陀堂の夜

間特別拝観において、シャトルバスを運行しているほか、四倉海水浴場の開設期間及 

び遠野もみじまつりに合わせた周遊シャトルバスを運行している。この内、国宝 白

水阿弥陀堂と遠野については、徐々に定着し、利用客が増加傾向にある。 
 

 
 

 H27 H28 H29 H30 合計 

国宝 

白水阿弥陀堂 
(新緑) 419人 

(新緑)  57人

(紅葉) 131人 
(紅葉) 77人 (紅葉) 175人 859人 

四倉周遊 50人 126人 212人 618人 1,006人 

遠野周遊 - 242人 236人 138人 616人 

 
> 課題 

● 新たな二次交通対策の検討 

● インバウンド対策 

> 課題解決に向けた今後の取組み 

● 関係団体との連携（タクシー・レンタカー・カーシェア・レンタサイクル等） 

● 多言語表記やWi-Fi環境の整備等、受入態勢の強化 

ⅶ 環境づくり 
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１ 観光を取り巻く現状 

⑴ 国の現状 

① 人口減少・景況感 
少子化の進展に伴い、我が国の人口は減少傾向にあり、国内の観光マーケットは縮小す 

ることが推測されます。一方、2020年の「東京オリンピック・パラリンピック競技大会」

開催による好景気の機運に加え、2025年の「大阪万博」開催も決定し、今後、全国的に

国内外の観光需要の喚起や観光による経済の活性化に向けた取組みの展開が期待されま

す。 

② 観光ニーズの多様化 
近年、旅行形態は団体旅行から個人・小グループ旅行にシフトするとともに、高齢化の 

進展や団塊の世代の大量退職も伴い、ゆとり志向や本物志向へ価値観が変化しています。

また、「モノ消費からコト消費へ」といわれる「体験」を目的としたテーマ型旅行やニ 

ューツーリズムへの需要が高まりを見せており、さらには、訪日外国人旅行者が求めるナイ

トタイムエコノミーが注目されるなど、観光のニーズは多様化しています。 

③ 高度情報化の進展 
情報通信インフラの整備やWEB・通信技術の発展、スマートフォン・SNSの普及などに 

より、観光情報の入手をはじめ、宿泊施設や交通機関の予約、飲食・体験・お土産などを

含む各種決済など、旅行者の観光行動も大きく変化しています。 

今後、さらなる観光産業の情報化が求められるとともに、ビッグデータ等を活用した来

訪者の旅行動態及び潜在的なニーズの把握や、旅行者行動（旅前、旅中、旅後）に即した

サービスの提供が必要となります。 

④ 国内の観光動向 
観光庁「平成30年版観光白書」によると、2017年（平成29年）における国内の観光動 

向は、2014年（平成26年）の消費税引上げの影響により一時落ち込みましたが、以後、

回復の傾向にあります。 

ただし、東北地方においては、日本人延べ宿泊者数が震災前の８割程度の状況に留まっ

ており、未だ震災の影響が残っています。 

 

● 日本人国内日帰り旅行延べ人数 延べ３億2,418万人（前年比    2.8％増） 

● 日本人国内宿泊旅行延べ人数 延べ３億2,333万人（前年比 0.7%減） 

● 日本人１人当たりの国内宿泊観光旅行の回数 1.41回（前年比 1.3％増） 

● 日本人１人当たりの国内宿泊観光旅行の宿泊数 2.30泊（前年比 1.9％増） 

● 日本人国内旅行消費額（宿泊+日帰り） 21.1兆円（前年比 0.8％増） 

第２章 いわき市観光まちづくりビジョンの方向性 
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【日本人国内旅行消費額】 

【観光客中心の宿泊施設の日本人延べ宿泊者数】（平成22年を100とした指数の推移） 

 

 

 

  
（出展：観光庁「平成30年版観光白書」概要版） （出展：観光庁「平成30年版観光白書」概要版） 

 

 
 

（出展：観光庁「平成30年版観光白書」概要版） 

 

 

※ 参考：東北地方の状況 

（出展：観光庁「平成30年版観光白書」概要版） 

【国内宿泊観光旅行の回数・宿泊数】 【日本人国内観光旅行の延べ人数】 
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● 2013年（平成25年） 訪日外国人旅行者数 1,036万人 観光消費額 1.4兆円 

● 2014年（平成26年） 訪日外国人旅行者数 1,341万人 観光消費額 2.0兆円 

● 2015年（平成27年） 訪日外国人旅行者数 1,974万人 観光消費額 3.4兆円 

● 2016年（平成28年） 訪日外国人旅行者数 2,404万人 観光消費額 3.7兆円 

● 2017年（平成29年） 訪日外国人旅行者数 2,869万人 観光消費額 4.4兆円 

 

第 
２ 
章 

【訪日外国人旅行者による消費の推移】 

 
 

⑤ 訪日外国人旅行者の観光動向 
訪日外国人旅行者は、東日本大震災の影響により一時大きな落ち込みを見せましたが、 

旅行者数、消費額とも、近年急激に増加しています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（出展：観光庁「平成30年版観光白書」概要版） 

 

 

（出展：観光庁「平成30年版観光白書」概要版） 

【訪日外国人旅行者数の推移】 
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【福島県観光客入込数・教育旅行入込数】 
(千人：観光客入込) (人泊：教育旅行) 

平成22年比
95.3％ 

平成22年度比
72.5％ 

 
 

⑥ 国における訪日外国人旅行者に係る目標 
国は、訪日外国人旅行者に係る目標を次のとおり掲げています。また、2020年の東京 

オリンピック・パラリンピック競技大会の開催が、インバウンド観光需要増大の機会とな

るとともに、MICEの誘致や地方創生の観点からも、広域連携を含めた各地における観光

まちづくりの動きが活発化しています。 

 

【国の訪日外国人旅行者に係る目標値】 
 

2015年 2020年 2030年 

訪日外国人旅行者数 

訪日外国人旅行消費額

地方部での 

外国人延べ宿泊者数 

外国人リピーター数 

1,974万人 4,000万人 6,000万人 

3兆4,771億円 8兆円 15兆円 

 

2,519万人泊 

 

7,000万人泊 

 

1億3,000万人泊 

1,162万人 2,400万人 3,600万人 

（出展：観光庁「明日の日本を支える観光ビジョン」） 

 

⑵ 福島県の現状 

① 観光客の入込状況 
福島県内の観光客の入込数は、震災前の 95.3％まで回復していますが、教育旅行につ

いては、震災前の 72.5％に留まり、風評等の影響が根強く残っているといえます。 

 

（出展：福島県「平成29年分観光客入込状況調査」及び福島県「平成29年度教育旅行入込調査報告書」より作成） 

（観光客入込数は年計、教育旅行入込数は年度計） 
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【観光客の延べ宿泊者数の推移】 

【外国人延べ宿泊者数の推移】 

（人泊） 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 

全 国 216,384,110 207,382,740 218,550,990 228,502,930 233,210,970 251,308,060 247,403,020 260,976,900 

福島県 6,359,610 5,124,410 4,645,320 5,098,920 5,341,020 5,061,810 4,581,850 4,935,340 

 

第 
２ 
章 

第 
３ 
章 

第 
４ 
章 

 
 

② 観光客の延べ宿泊者数の推移 

福島県内の延べ宿泊者数は、震災前の 77.6%となっています。全国では２割程度増加 

している状況を踏まえると、風評など震災の影響は大きく、未だ回復の途上にあるといえ 

ます。 
 

 

 
 

 

 

 

（出展：観光庁「宿泊旅行統計調査」第2表より作成、平成22年を100%とした場合の各年の比率） 

（宿泊者のうち観光目的の宿泊者が全体の50％以上と回答した宿泊施設） 

 

③ 外国人延べ宿泊者数の推移 

福島県内の外国人の延べ宿泊者数については、震災前に比べ１割程度増加し、回復の傾 

向にありますが、全国の伸び率と比べると微増といえます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（人泊） 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 

全 国 26,023,000 17,015,780 23,822,510 31,242,220 42,072,820 60,509,240 64,066,730 72,933,660 

福島県 87,170 23,990 28,840 31,300 37,150 48,090 71,270 96,290 
 

（出展：観光庁「宿泊旅行統計調査」参考第1表より作成、平成22年を100%とした場合の各年の比率） 

（従業員10人以上の宿泊施設） 
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④ 平成28年度福島県観光地実態調査（満足度調査）結果 
福島県が、県内在住者を含む福島県来訪者を対象に、県内の流動や旅行行動、消費性 

向、福島観光の満足度等について詳細に把握し、福島県の現状の観光施策の課題を抽出 

するとともに、リピーター獲得に向けた施策展開の方向性を導出するための戦略的資料

とすることを目的として実施した調査。 

（以下、グラフの出典は、福島県「平成28年度観光地実態調査結果報告書」より抜粋） 

 
● 性別・年代 

いわき地方においては、女性（58.1％）が多い。年代は、40代（27.1％）が最も多

く、次いで30代（25.5％）が多い。 
 

 

 
● 居住地 

いわき地方においては、首都圏（40.9％）からの来訪が多い。 
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● 
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来訪回数  

 

 

 

● 来訪回数 

いわき地方においては、初めていわきに訪れる方（45.2％）が多い。 
 

 
● 同行者 

いわき地方においては、子ども連れの家族旅行（50.3％）が多い。 

 

 
 

● 旅行消費額 

いわき地方での旅行消費額は、1 万円以上 2 万円未満（30.1％）が多い。 
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満足度 

 

 

 

● 満足度 

いわき地方での満足度は、92.2％と高い。 

 
● 調査地点による違い 

調査地点により、来訪者の構成、旅行の目的等に違いが見られる。 

 

県北地方 
• 「夫婦旅行」の割合が高い。 

• 「温泉を楽しむ」という目的の来訪が多い。 

県中地方 
• 来訪者の年齢層がやや高め。 

• 「友人との旅行」の割合が高い。 

 

県南地方 
• 福島県在住者および日帰り旅行の割合が多い。 

• 「温泉を楽しむ」ための来訪は少ない一方、「おいしいものを食べる」、 

「地場産品の購入（買物）」を目的とした来訪が多い。 

会津地方 
• 「温泉を楽しむ」、「自然や風景を見て回る」、「おいしいものを食べ

る」を目的とした来訪だけでなく、冬にはスキー客も多い。 

相双地方 
• 他の地域に比べ、「景観・雰囲気」、「宿泊施設」の満足度がやや低い。 

• 日帰り旅行の割合が多い。 

 
いわき地方 

• 初めての来訪者の割合が高く、他のエリアに比べリピーターの率が

少ない。 

• 「子ども連れの家族旅行」の割合が高く来訪者の年齢層が低め。 

• 「テーマパークや水族館」を目的とした来訪が多い。 
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5 
男 女 

27 

72 

57 

21 

 

２ いわき市の現状と課題 

⑴ いわき市の観光動向 

① 市内観光交流人口の推移 
いわき市が毎年公表している市内観光交流人口は、東日本大震災以前、年間１千万人を 

超えていましたが、震災があった平成23年に約367万人にまで落ち込み、平成24年以降、

震災前の７割程度の回復に留まっています。また、観光施設ごとの入込みの回復には差が

あり、さらに、自然由来の観光資源が一部再開できていないことなどから、地域全体とし 

ては、観光業の再生には至っていない状況にあります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

② 平成30年度いわき市観光動向調査結果 

 

（出展：いわき市「平成30年市内観光交流人口」） 

いわき観光まちづくりビューローが、市外からの観光客を対象に、市内における観光

動向などの実態を把握することを目的として実施した調査。 

（以下、グラフの出典は「平成30年度いわき市観光動向調査結果報告書」より抜粋） 

 
● 性別・年齢 

性別は「女性」の割合が若干高く、年齢は「40歳代」が最も多い。

年齢別・性別構成では、「40歳代の男性」が最も多い。。 

 

年齢・性別構成 n=844 

 

女性 

472 

55.9% 

 

性別 

n=844 

 

男性 

372 

44.1% 

63 

77 

110 

66 

 

80歳代

以上 

19 70歳代 

60歳代 

50歳代 97 

40歳代 97 

30歳代 96 

22 20歳代 

19歳

以下 

【市内観光交流人口・宿泊者数の推移】 
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● どこから（居住地） 

居住地は「茨城県」（15.9％）が最も多く、次に「福島県（市外）」（15.6%）及び 

「東京都」（15.6％）となっている。首都圏及び近隣県からの観光客が多い。 
 
 

 

山形県 3.2% 

栃木県 6.4% 

宮城県 7.5% 

新潟県 3.1% 

 

 

 

 

居住地 

 

茨城県 15.9% 

 

 

福島県 15.6% 

神奈川県 8.2% 
（上位10地域） 

 

 
 

 

 
● 来訪回数 

埼玉県 10.1%  
千葉県 14.5% 

 

東京都 15.6% 

来訪回数は、「4 回以上」（46.５％）が最も多く、2 回以上の割合は全体の約 7 割と

なっている。２回以上の方の以前の訪問は、「1 年以内」（54.4％）が最も多い。 

 

４回以上 46.5% 初めて 29.2% 以前の訪問 n=605 
 

 

訪問回数 

n=860 

 

 
３回 10.1% 

 

 

 

 

 

 
２回 14.2% 

10年以上 

8年以内 

6年以内 

4年以内 

2年以内 

7か月～1年以内 

6か月以内 

 
4.8 

6 

11.2% 

 

 
9.4% 

13.7% 

 

 

 

 

 
 

25.8% 

28.6% 

 

● 同行者 

同行者は「家族で（お子様連れ）」（28.8%）が最も多い。 

その他 3.2% 

恋人と 3.6% 

職場・サークル活動で 9.5% 

 

家族で（グループで） 5.7% 

 

一人で 6.1%  

 

 

 

同行者 

n=882 

 

家族で（お子様連れ） 28.8% 

 

家族で（親御さんと） 11.2% 

友人（達）と 13.9% 

夫婦で 17.9% 
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● 旅行消費額 

旅行消費額の平均は、日帰りが「7,063 円」、宿泊が「25,187 円」となっている。

旅行消費額の割合は、「10,001円~30,000円」が最も多い。 

50,001円～80,000円 2.0% 80,001円～10,0000円 0.4% 

100,001円以上 0.2% 
 

30,001円～50,000円 20.6% 1円～10,000円 26.2% 

 

旅行消費額
の割合
n=557 

 

10,001円～30,000円 50.6% 
 

＜日帰り＞ n=121 

■項目別消費額 

団体・ツアー・パック旅行 

（平均） 

パック料金 パック外の飲食費 土産品 その他 

9,486 円 6,000 円 5,500 円 10,000 円 

個人・グループ・家族旅行 

（平均） 

交通費 宿泊費 飲食費 土産品 その他 

3,677 円 - 2,868 円 4,031 円 2,972 円 

■旅行消費額    

消費総額 旅行消費額（平均） 

854,586 円 7,063 円 

 

＜宿泊＞  n=436 

■項目別消費額 

団体・ツアー・パック旅行 

（平均） 

パック料金 パック外の飲食費 土産品 その他 

28,719 円 4,211 円 5,307 円 4,964 円 

個人・グループ・家族旅行 

（平均） 

交通費 宿泊費 飲食費 土産品 その他 

6,899 円 12,838 円 4,536 円 3,919 円 6,129 円 

■旅行消費額 

消費総額 旅行消費額（平均）  

10,981,526 円 25,187 円 

 

● 満足度 

満足度は、「満足した」（5 点以上）が、全体の  92.9％  となっている。 

3点 0.5% 

 

 

5点 21.7% 

4点 6.5%  

 

 

満足度 

【総合】 

2点 0.0% 

1点 0.1% 

7点 32.7% 

 

 

 

大変満足 ← どちらでもない → 大変不満 

 

n=798 

6点 38.5% 
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⑵ いわき市の資源分布 

① 市内の主な地域資源 

自然資源 海、山、温泉、渓谷、川、断層、化石、桜・紅葉・草花、長い日照時間等 

歴史文化資源 国宝、史跡、神社仏閣、伝統芸能、城下町・宿場町の名残、産業遺産等 

物産資源 海産物、農林産物、海産・農産加工品、地酒・ワイン、民工芸品等 

産業資源 農林水産業、製造業、商業活動、小名浜港物流活動等 

施設資源 
スパリゾートハワイアンズ、アクアマリンパーク諸施設、

観光・文化交流施設等 

スポーツ資源 
いわきFCパーク、21世紀の森公園、南の森スポーツパーク、 

上荒川公園、新舞子ヴィレッジ、ゴルフ場、サイクリングロード等 

交通資源 
常磐自動車道、磐越自動車道、JR常磐線、JR磐越東線、高速バス、

タクシー、レンタカー等 

人的資源 祭り・イベント等 

まちづくり
資源 各地区まちづくり団体活動、NPO法人活動等 

その他資源 新エネルギー（太陽光・水素・バッテリー）等 

 

② 地域資源における課題 
● 本市は広域都市であり、自然資源をはじめ多彩な地域資源を有しています。 

●観光客の動向は、夏季の集客力は高いものの冬季の集客力が弱く、さらに、スパリゾ

ートハワイアンズやいわき湯本温泉郷を有する常磐地区と、いわき・ら・ら・ミュウ

やアクアマリンふくしま等を有する小名浜地区に集中しています。 

●いわきサンシャイン博の実施以降、各種地域資源を有機的につないだ旅行商品の造 成等

に取り組んでいますが、商品・資源の磨き上げには至っていない状況にあります。 

●引き続き、来訪者の動向調査やビックデータ等の活用により情報を分析するとともに、

市内地域資源を活用した「観光・物産の商品づくり」と「誘客・周遊の仕掛けづく

り」、「効果的な情報発信」に取り組む必要があります。 
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⑶ いわき市のSWOT分析 
本市を取り巻く環境要因を、SWOT分析により次のとおり分析します。これら環境変化 

の機会を捉え、独自の強みや他地域との優位性を活かした事業と、脅威・リスクを回避し

弱みを克服する事業を実施する必要があります。 

 
 

好影響 悪影響 

 

 

 

 

 
内
部
環
境 

 

強み（Strengths） 

 

弱み（Weaknesses） 

・全国的知名度のフラガール ・地域面積が広大であることに起因す 

・県内唯一の国宝建造物白水阿弥陀堂 る交通網の整備 

・日本三古泉の一つであり千年以上の

歴史を持ついわき湯本温泉郷 

・外国人受入環境の整備 

・域内周遊を促進するプログラムの造 

・化石発掘の多い地層 成 

・全国的にみて日照時間が長い環境 ・地域ならではの物産品の造成 

・東北地方ながら冬は温暖 ・各地域間の連携強化 

・今後も発展が期待できる海浜エリア  

 

 

 

 

 
外
部
環
境 

 

機会（Opportunities） 

・東日本大震災による防災意識の向上 

・東日本大震災による住民主体の地域

活性化意識の向上 

・都市間交流体制 

・地域内でのスポーツ振興意識の向上 

・上野東京ライン開業 

・滞在人口の一時的上昇 

・常磐自動車道の全線開通 

・JR常磐線の全線開通（復旧） 

 

脅威（Threats） 

・原発事故に起因する産業への影響と

風評被害 

・震災復興工事による景観の変化 

・東北新幹線の高い利便性との比較 

・全国３位の県内面積（県内全域を周

遊することが難しい地形的問題） 
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⑷ 観光まちづくり実現に向けた課題の整理 
22年度ビジョン策定時の観光まちづくりの課題や、これまでの取組みの検証、さらには 

国・県の動向やいわき市の現状を踏まえ、今後取り組むべき本市における観光まちづくりの

課題を次の４点に整理します。 

 

 

 

 

 
 

｢観光｣と｢物産｣の
連携強化による相
乗効果の発揮 

<全体> 
● 観光戦略と物産戦

略の融合・循環 

● 国・県の動向から
テーマ別の商品づ
くりとインバウン
ド対策 

①情報発信力強化 
②商品造成 
③地域資源の活用 

 
④推進体制 

 

 
④推進体制 

 

 

 
②商品造成 
③地域資源の活用 

 

 
①情報発信力強化 
②商品造成 
③地域資源の活用 

 

①情報発信力強化 

 

①情報発信力強化 
②商品造成 

 
③地域資源の活用 

（受入態勢） 

 

 
③地域資源の活用 

（受入態勢） 

 

 

 
1 

 
情報発信力
が足りない 

 
2 

商品造成が 

足りない 

 
3 

地域資源の
活用が 

足りない 

 
4 

推進体制の
再構築と 

強化が必要 

観光・物産振興体
制における組織力
の強化・確立 

<組織づくり> 
● 事務局体制強化 
● 自主財源確立 
● 会員事業者との連

携強化 

● 国の動向から日本
版ＤＭＯによる推
進 

 
観光・物産振興活
動展開の拠点機能
の強化 

<拠点づくり> 
● 産品販売の拠点拡

充・人員体制強化 
● 観光案内体制の充

実と情報受発信の
仕組みづくり 

● 国の動向から日本
版ＤＭＯによる推
進 

● 国・県の動向から
広域連携とインバ
ウンド対策 

 
 
多彩な地域資源を
生かす商品造成の
推進 

<商品づくり> 
● 団体客の誘致 
● 新たな需要の喚起

と販路拡大 
● オリジナリティあ

ふれる商品の開発
支援 

● 地域資源の活用に
よる旅行商品造成
や受入態勢の整備 

● 市観光動向調査か
ら消費額・リピー
ター率・満足度の
向上 

● いわきの「強み・
機会」を活かした
テーマ別商品の造
成 

商品を幅広く売り
込む販路の開拓 

<販路づくり> 
● 販路拡大と開拓 
● ネット販売強化 
● 旅行商品充実 

● 国・県の動向から
広域連携とインバ
ウンド対策 

 
情報発信力の強化
による知名度・ブ
ランド力の強化 

<ブランド力づくり> 
● 認知度向上 
● 風評払拭とプロモ

ーション強化 

● ビッグデータ等活
用による動向把握 

● 市観光動向調査か
らリピーター率の
向上・訪問回数の
増加 

市域を超えた広域
観光連携の強化 

<ブランド力づくり> 
● 広域的なプロモー

ション連携 

● 国・県の動向から
広域連携とインバ
ウンド対策 

観光・物産を担う
人づくりと市民意
識の醸成 

<人づくり> 
● 知識習得者の活躍

の場の創出 
● ボランティア団体

の高齢化 

● 市観光動向調査か
らリピーター率・
満足度の向上 

● 国・県の動向から
インバウンド対策 

 
観光都市にふさわ
しい環境条件の向
上促進 

 
<環境づくり> 
● 新たな二次交通対

策の検討 
● インバウンド対策 

● いわきの「弱み・
脅威」を克服する
二次交通整備や風
評払拭・インバウ
ンド対策 

● 市観光動向調査か
らリピーター率・
満足度の向上 
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３ 観光まちづくりの実現に向けた基本方針 

⑴ 基本方針の考え方 
課題の整理を踏まえ、観光まちづくりの実現に向けた基本方針を定めます。 

基本方針は、観光と物産の産業としての複合的展開により、地域経済の活性化と地域社会

の質の向上を目指す「観光まちづくり」の考え方に加え、人口減少・少子高齢化社会を鑑み

て、日本版DMOにおける「地域が稼ぐ」という考え方を基本とします。 

また、「観光まちづくりの実現」に向けた関係事業者や市民・行政等と共有する観光・物産

に係る行動の基本的な姿勢を設定し、それらの活動の成果が広く観光・物産・地域の活性化

へ繋がることを目指すものとします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

裾野の広い観光産業への需要の増加が、地域の消費拡大や経済の活性化、
雇用の創出、新たな起業等につながり、“観光”が本市経済を支える柱となる 

 

  

観光の力で、いわきを豊かに―。 

「観光まちづくり」の考え方 

【目的】 

地域経済の活性化 地域社会の質の向上 ＝ 観光まちづくり 

観光・物産の振興 

【目標】 
「観光」+「物産」の 

産業としての複合的展開 
交流人口・物産流通の増大 

地域が稼ぐために… 

× ＝ 
❶観光 

➡長期滞在・周遊促進 

❷物産 

➡客単価の向上 

❶新規顧客 

➡販路･ターゲットの拡大 

❷既存顧客 

➡リピート率の向上 

人が集まり 

消費が活性化する 

地域が潤う・活性化する 

※来訪者にとって「付加価値が高いもの」「オリジナル性が高いもの」が必要不可欠 

「地域が稼ぐ」考え方 
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行きたい場所に選んでいただくために い 

わくわく気分になっていただくために わ 

来てみて満足していただくために き 

 

⑵ 基本方針 
基本方針の考え方に基づき、より多くの方にいわきに来て、楽しんで、満足していただき、 

観光の力で地域を豊かにすることを目指し、「観光まちづくりの実現に向けた基本方針」を

次のとおり定めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【対応する課題：情報発信力の不足】 

国内外のお客様に「いわき」を知ってもらい、来てもらうには、その魅力を多
くの方に伝え、興味を持っていただくことが必要であるため、的確なマーケティ

ングにより、効果的な情報戦略に取り組みます。 

 

 
 

 

【対応する課題：商品造成の不足】 

国内外の多様なニーズに対応するため、関係団体と連携し、フラをはじめ「い
わきならでは」の広域的に周遊・滞在できるコンテンツや体験プログラムを造成

し、お客様も市民も楽しめるような多様な旅行商品の造成に取り組みます。 

 

 
 

 

【対応する課題：地域資源の活用不足】 

いわき湯本温泉郷や国宝 白水阿弥陀堂のほか、いわき自慢の食や豊富な地域資
源を活用し、おもてなしの心をもって、お客様にリピーターとなっていただけ るよ

う、地域資源の積極的な活用に取り組みます。 
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⑶ 基本方針の循環イメージ 
基本方針を踏まえた各種施策の推進により、誘客促進の好循環を生み出します。 

 

 

●資源の掘り起しと磨き上げ 

●評価のフィードバック 

● PDCAサイクルによる改善 

●受入環境の整備 など 

 

 
行きたい場所に
選んでいただく 

● 的確なターゲッティング 

●情報接触機会の増加 

●効果的・効率的な媒体選択 

●最新情報の収集と提供 など 

 

 

 

 
効果的な
情報戦略 

 
 

いわき市 

 

 
来てみて満足
していただく 

観光まちづくり
ビジョンの 
各種施策 

 
地域資源の

積極的な活用 

 
多様な旅行
商品の造成 

 
 

わくわく気分に
なっていただく 

 

 

 

 

 

 

 
●多様なニーズに応じたコンテンツ造成 

●周遊と体験を重視 

●地域と一体になったおもてなし など 
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いわき市観光まちづくりビジョン（５年後を展望） 

2019年度
事 業 計 画 

2020年度
事 業 計 画 

2021年度
事 業 計 画 

2022年度
事 業 計 画 

2023年度
事 業 計 画 

 
【重要な視点】 

■環境の変化への柔軟な対応 

■ PDCAサイクルによる改善策を反映 

■数値・指標による効果測定と客観的な評価 

■スクラップ＆ビルドによる事業見直し 

 

４ ビジョンの計画期間 

■ 本ビジョンの計画期間は、2019年度から2023年度までの５年間とします。なお、ビジ ョ

ンに基づく各種施策の遂行にあたっては、策定主体であるいわき観光まちづくりビュー

ローの年度事業計画を主たる計画として位置付け、PDCAサイクルにより着実に事業を展

開します。 
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観光まちづくりを 

実現するための戦略 
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１ 戦略の体系（３つの基本戦略と15のアクションプラン） 

■ 観光まちづくりの実現に向け、基本方針を踏まえ、３つの基本戦略と15のアクションプ

ランを策定します。基本戦略は、前述の観光まちづくり実現に向けての課題を解決するため

の戦略とします。また、基本戦略に基づく各種事業を確実に遂行するため、DMOによる推

進体制の確立を目指します。 

第３章 観光まちづくりを実現するための戦略 

 基本 
効果的な情報戦略の推進 

 戦略Ⅰ 

  推 進   
  体 制 

DMOによる推進体制の確立 

  

観光の力で、いわきを豊かに―。 

基本方針 

い 行きたい場所に選んでいただくために  

わ 

き 

わくわく気分になっていただくために 

来てみて満足していただくために 

課 題 基本戦略 

情報発信力
が足りない 

商品造成が
足りない 

地域資源の
活用が 

足りない 

推進体制 

推進体制の
再構築と 

強化が必要 

 基本 地域資源の積極的な活用 

 戦略Ⅲ による観光振興の推進 

 基本 多様な旅行商品の造成に 

 戦略Ⅱ よる観光誘客の推進 
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  基本戦略Ⅰ  

～行きたい場所に選んでいただくために～ 

効果的な情報戦略の推進 

  基本戦略Ⅱ  

～わくわく気分になっていただくために～ 

多様な旅行商品の造成に
よる観光誘客の推進 

  基本戦略Ⅲ  

～来てみて満足していただくために～ 

地域資源の積極的な活用
による観光振興の推進 

略  

 

 

 

本 戦    アクションプラン  

 
 

  

1  デジタルマーケティングの推進・強化 
   

 

  

2   地域と連携した観光・物産情報の収集と発信   

 

  

3  シティセールス・プロモーションの推進 
   

 

  

4   多言語による情報発信   

 

  

5   多様な媒体を活用した情報発信   

 

 
  

1 「フラ」をテーマとした事業の推進 
   

 

  

2   テーマ別観光の推進   

 

  

3 広域連携ルートの構築 
   

 

  

4 教育旅行・合宿やMICEの誘致   

 

  

5 訪日外国人旅行者の誘客   

 

 
  

1 自然資源の活用 
   

 

  

2 地場産品の活用   

 

  

3 歴史・文化・芸術の活用 
   

 

  

4  地域の祭り・イベントの活用   

 

  

5 受入環境の整備   

  基  
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⑴ デジタルマーケティングによるデータの蓄積・分析と的確なターゲットの設定 

●WEBアクセス解析サービス（Googleアナリティクス等）の利用により、「どのような

ユーザーが」「どのような流れでWEBサイトにたどり着き」「どのような行動を起こし

たか」を把握し、戦略に活かす。 

●国内外・年代別・男女別等、ターゲットの属性に合わせ、SNS（Facebook、Twitter、

Instagram）による効果的な情報発信を図る。 

●SNSやサーチエンジン（GoogleやYahoo等）におけるデジタル広告を活用し、認知、検

討、行動（予約や購買）までの一連の情報発信による誘客を図るとともに、デジタル広

告へのアクセスデータを収集・分析し戦略に活かす。 

取組みの主体 
ビューロー 市 観光・物産事業者 地域・市民 その他 

地域ネットワーク事業部会 ○ ○  いわき商工会議所 

 

   Ⅰ－１  デジタルマーケティングの推進・強化 

第 
４ 
章 

 

２ アクションプラン 
 

 

 

 

 

 

 

 

■ 設定理由：お客様の行動やニーズ等を、デジタル技術を活用して効率的に把握・分析 し、

戦略を立案する必要があるため。 
 

 

 

⑵ WEBサイトの積極的な活用 

●観光情報WEBサイト（ビューロー運営）のリニューアルにより、スマートフォン対策

や宿泊・体験の予約機能を導入し、利便性の向上とアクセス数の増加を図る。 

●産品販売WEBサイト（ビューロー運営）を積極的に活用し、商品の充実と顧客情報の

獲得、需要の把握による商品造成を図る。 

●関係団体等において、ビューローWEBサイトを情報発信ツールとして積極的に活用する

とともに、関係団体等が有するWEBサイトにおいて、相互連携によるアクセス数の増

加と一体的な情報提供を図る。 

 
取組みの主体 

ビューロー 市 観光・物産事業者 地域・市民 その他 

地域ネットワーク事業部会
物産事業部会 

○ ○ ○ 
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 基本戦略Ⅰ 効果的な情報戦略の推進 

＜戦略のポイント＞ 
国内外のお客様に「いわき」を知ってもらい、来てもらうには、その魅力を多くの方に 

伝え、興味を持っていただくことが必要であるため、的確なマーケティングにより、効

果的な情報戦略に取り組みます。 
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   Ⅰ－２  地域と連携した観光・物産情報の収集と発信 

 

 

 

 
 

⑶ 口コミサイトの活用 

●トリップアドバイザーをはじめとする各種口コミサイトの活用を促進し、観光地の選択・判断  に有
益な「評価向上」による情報発信の強化を図る。 

取組みの主体 
ビューロー 市 観光・物産事業者 地域・市民 その他 

地域ネットワーク事業部会  ○   

 

 

 

■ 設定理由：市内における多様な情報を収集し、地域や関係者との連携により情報を発

信する必要があるため。 

 
 

⑴ ビューロー会員事業所や関係団体等からの情報収集の仕組みづくり 

●ビューロー会員事業所や関係団体等が、ビューローWEBサイトを共有の情報発信ツー

ルとして積極的に活用できる体制を構築するとともに、緊密な連携により、最新情報の

収集を図る。 

取組みの主体 
ビューロー 市 観光・物産事業者 地域・市民 その他 

地域ネットワーク事業部会 ○ ○   

 

 

⑵ インフルエンサー等による情報発信の強化 

●県や地域と連携し、国内外のインフルエンサーやインスタグラマー等の招へい事業に参

画し、いわきの魅力を発信する。 

取組みの主体 
ビューロー 市 観光・物産事業者 地域・市民 その他 

地域ネットワーク事業部会 ○ ○ ○ 県 

 

 

⑶ 継続した風評払拭に向けての情報発信 

●県や他市町村等と連携し、復興状況の情報発信やキャンペーン活動の継続的な実施によ

り、風評払拭を図る。 

取組みの主体 

ビューロー 市 観光・物産事業者 地域・市民 その他 

地域ネットワーク事業部会 ○ ○ 
 県・他市町村／ 

いわき商工会議所 
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■ 設定理由：産学官民が一体となって、本市の「ブランドイメージ」を発信する必要が

あるため。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ サンシャインガイドいわきの活用 

●本市の観光PR大使である「サンシャインガイドいわき」の活動において、「フラ」コン

テンツを取り入れた観光PRを実施する。 

取組みの主体 
ビューロー 市 観光・物産事業者 地域・市民 その他 

観光事業部会 ○    

 

 

⑷ 「フラおじさん」等のご当地キャラクターの活用 

●「フラおじさん」をはじめとする本市のご当地キャラクターを活用し、「フラ」をテーマ

として、イベントにおけるPRやWEBを活用した情報発信、お土産等の商品づくりに取

り組む。 

取組みの主体 
ビューロー 市 観光・物産事業者 地域・市民 その他 

地域ネットワーク事業部会 ○  ○  

   Ⅰ－３  シティセールス・プロモーションの推進 
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⑴ 各種インベントや物産展におけるブランドイメージの発信 

●シティセールスの一環である各種イベントや物産展において、共通ロゴ・ノボリ旗等の

活用により、本市ブランドイメージを発信する。 

取組みの主体 
ビューロー 市 観光・物産事業者 地域・市民 その他 

物産事業部会 ○ ○   

 

⑵ 関係団体や様々な産業等と連携した情報発信 

●いわき観光共同キャンペーン実行委員会、いわきフィルム・コミッション協議会、うつく

しま浜街道観光推進会議等の関係団体が実施する各種事業や、様々な産業等の分野 にお

いて、「フラ」を誘因として連携し、一体的なブランドイメージの発信に取り組む。 

 
取組みの主体 

ビューロー 市 観光・物産事業者 地域・市民 その他 

地域ネットワーク事業部会 ○ ○ 
 いわき商工会議所 

／関係団体 
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■ 設定理由：国・県のインバウンド施策に併せ、タイや台湾等を中心に、外国人旅行客

に訴求する情報を、多言語化された様々な手法で発信する必要があるため。 

 
 

⑴ 多言語版WEBサイトのアクセス数向上とWEBサイトの翻訳機能の検討 

●ビューローが保有する多言語版WEBサイト（英語・繁体字・簡体字・韓国語）につい

て、翻訳言語の拡充（タイ語など）を検討するとともに、タイや台湾等のターゲットに

効果的に訴求するリンク先の設定や、本市に在住する外国人との連携による母国語での情

報発信により、興味・関心を高めアクセス数の向上を図る。 

●ビューローWEBサイト（観光情報サイト、産品販売サイト）への自動翻訳機能の導入 を

検討する。 

取組みの主体 
ビューロー 市 観光・物産事業者 地域・市民 その他 

地域ネットワーク事業部会 ○ ○   

 

 

⑵ SNSにおける多言語による情報発信やPR動画の多言語化、パンフレットの充実 

●SNS（Facebook、Twitter、Instagram）において、翻訳機能の活用や多言語の情報発

信により、フォロワー数の向上を目指す。また、PR動画の多言語化や多言語版パンフレッ

トの充実（タイ語版の追加製作等）を図る。 

取組みの主体 
ビューロー 市 観光・物産事業者 地域・市民 その他 

地域ネットワーク事業部会 ○ ○   

 

 

⑶ 市内観光施設等における多言語案内機能の整備推進 

●市内観光施設等における内部案内の多言語化の推進及び多言語版パンフレットの整備

を推進する。 

取組みの主体 
ビューロー 市 観光・物産事業者 地域・市民 その他 

地域ネットワーク事業部会 ○ ○  関係施設 

   Ⅰ－４  多言語による情報発信 
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■ 設定理由：男女別・年代別・居住地別等、ターゲットの属性に合わせた多様な媒体の

活用により、効果的かつ効率的な情報発信を行う必要があるため。 

 
 

⑴ 誘客と販路拡大を図るための商談会への参画 

●団体客の誘致及びテーマ別旅行商品の造成を図るため、旅行エージェントとの商談会へ

参画し、国内外の旅行会社等に対する営業活動を行う。 

●産品の販路拡大のため、各種見本市やイベントに併せたバイヤーとの商談会へ参画

し、バイヤー等に対する営業活動を行う。 

取組みの主体 

ビューロー 市 観光・物産事業者 地域・市民 その他 

観光事業部会
物産事業部会 

○ ○ 
 

いわき商工会議所 

 

 

 
 

 

⑶ メディアミックスによる情報発信 

●多様な媒体（TV・ラジオ・マスコミ・デジタル広告・ラッピングバス・トレインチャン

ネル・旅行雑誌・チラシ・ポスター等）の選択及び複合的な活用により、男女別・年代

別・居住地別等、ターゲットに応じた効果的な情報発信に取り組む。 

取組みの主体 
ビューロー 市 観光・物産事業者 地域・市民 その他 

地域ネットワーク事業部会 ○   いわき商工会議所 

 

 

⑷ いわきファンクラブへの継続的な情報発信 

●固定客の確保や口コミによる情報の拡散等を図るため、既存のファン組織である「いわ

き・ら・ら倶楽部」を活用し、継続的な情報発信に努める。 

取組みの主体 
ビューロー 市 観光・物産事業者 地域・市民 その他 

地域ネットワーク事業部会     

⑵ お客様視点による利便性の向上を図るための観光パンフレット類の整理 

●お客様のニーズに応じたテーマ別パンフレットの製作や、利便性の向上に向けた既存観

光パンフレット類の整理を図る。 

取組みの主体 
ビューロー 市 観光・物産事業者 地域・市民 その他 

地域ネットワーク事業部会 ○    
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   Ⅰ－５  多様な媒体を活用した情報発信 
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   Ⅱ－１  「フラ」をテーマとした事業の推進 

 

 

 
 
 

■ 設定理由：いわき市が策定した「シティセールス基本方針」に沿って、「フラ」をメイ

ンコンテンツとした誘客に向け、様々なプランを造成する必要があるため。 

 
 

⑴ フライベント等における関係団体との連携 

●各種イベントやキャンペーン等において、「フラ女将」や「フラガールズ甲子園」等 と連

携するとともに、今後開催が予定される「フライベント」等における関係団体との連

携・協力により、「フラ」をテーマとした誘客を図る。 

取組みの主体 
ビューロー 市 観光・物産事業者 地域・市民 その他 

観光事業部会 ○ ○  関係団体 

 

 

⑵ いわきオリジナルアロハシャツの製作・販売 

●市民に浸透しつつあるいわきオリジナルアロハシャツの継続的な製作・販売、事業所等

における着用の更なる拡大を図り、「フラガールが生まれた街」としての文化の醸成に

取り組む。 

 
取組みの主体 

ビューロー 市 観光・物産事業者 地域・市民 その他 

観光事業部会
物産事業部会 

○ 
 

○ 
 

 

 

⑶ スパリゾートハワイアンズを核とした地域波及促進・商品造成 

●スパリゾートハワイアンズ及びいわき湯本温泉郷を起点とした周遊コースの造成や、 フラ

をイメージする飲食・雑貨・産品等の販売を支援する。 

取組みの主体 
ビューロー 市 観光・物産事業者 地域・市民 その他 

観光事業部会 ○ ○   

＜戦略のポイント＞ 
国内外の多様なニーズに対応するため、関係団体と連携し、フラをはじめ「いわきなら 

では」の広域的に周遊・滞在できるコンテンツや体験プログラムを造成し、お客様も市

民も楽しめるような多彩な旅行商品の造成に取り組みます。 

  基本戦略Ⅱ 多様な旅行商品の造成による観光誘客の推進 
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■ 設定理由：いわきならではのスポーツ、ヘルス、ヘリテージ、産業、聖地、ロケ、ア

グリ、サイクリング等のテーマ別観光の造成推進により、選ばれる観光地

を目指す必要があるため。 

 
 

⑴ 着地型旅行商品の造成と認知度向上に向けた観光PRの展開 

●「いわきFC」をはじめとする市内スポーツ関係団体や「いわきヘリテージツーリズム

協議会」、市内企業、神社仏閣、収穫体験施設、フラダンス関係団体等との連携・活用によ

り、テーマに沿った旅行商品を造成する。 

●いわきフィルム・コミッション協議会の体制強化を図り、ロケ受入先の開拓・充実によ

るロケ誘致を推進するとともに、ロケ地フェアへの参加等による営業活動の展開や  ロ

ケ地巡り等の旅行商品の造成に取り組む。 

取組みの主体 

ビューロー 市 観光・物産事業者 地域・市民 その他 

観光事業部会 ○ ○ ○ 
いわき商工会議所 

／関係団体 

 

 

⑵ スポーツを通じた観光交流人口の拡大 

●新舞子ヴィレッジや21世紀の森公園、いわきFCパーク、サイクリングロード「いわき

七浜海道」等の活用により、各種スポーツ大会や合宿等の誘致を図る。 

●いわきサンシャインマラソンをはじめ、市内における野球・サッカー・ラグビー等の各

種スポーツ大会の開催及び試合観戦等を契機とした誘客を図る。 

取組みの主体 

ビューロー 市 観光・物産事業者 地域・市民 その他 

観光事業部会 ○ ○ ○ 
いわき商工会議所 

／関係団体 

 

 

⑶ 地元旅行会社との連携及びビューローにおける旅行業の登録 

●地元旅行会社との連携による多様な旅行商品の造成に取り組むとともに、ビューロー

における旅行業の登録を目指す。 

取組みの主体 
ビューロー 市 観光・物産事業者 地域・市民 その他 

観光事業部会  ○ ○  

   Ⅱ－２  テーマ別観光の推進 
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■ 設定理由：国内外のお客様に楽しんでいただくため、交流都市や近隣都市・関係団体

等との連携により、各都市の魅力を組み合わせた広域ルートの構築を目指 

す必要があるため。 

 
 

⑴ 広域連携団体との連携 

●「うつくしま浜街道観光推進会議」、「いわき市・北茨城市・高萩市広域観光行政連絡協

議会」、「磐越自動車道沿線都市交流会議」をはじめとする周辺自治体や民間が主体とな

った広域連携団体と連携し、周遊ルートを構築する。 

取組みの主体 
ビューロー 市 観光・物産事業者 地域・市民 その他 

観光事業部会 ○ ○  関係団体 

 

 

⑵ 相双地域との連携 

●県を中心に推進するホープツーリズムの確立に向け、福島第一原子力発電所（廃炉資料

館）や楢葉遠隔技術開発センター、福島ロボットテストフィールド、Ｊヴィレッジ等と

連携した旅行商品等の造成に取り組む。 

● 語り部団体等と連携したスタディツアーの造成に取り組む。 

取組みの主体 
ビューロー 市 観光・物産事業者 地域・市民 その他 

観光事業部会 ○ ○  県／相双地域 

 

 

⑶ 東北地方や近隣県との連携による周遊ルートの造成 

● 東北観光推進機構や、福島県・茨城県・栃木県と連携した各種事業に参画する。 

●県内の観光地及び観光・物産事業者と連携し、小名浜港を活用したクルーズ船の誘致事

業等へ参画する。 

取組みの主体 
ビューロー 市 観光・物産事業者 地域・市民 その他 

観光事業部会 ○ ○  東北／近隣県 

 

 

⑷ 交流都市（親子都市・兄弟都市・港区等）との連携 

●交流都市で開催されるイベントや各種物産展等に参加し、相互連携による交流人口の

拡大を図る。 

取組みの主体 
ビューロー 市 観光・物産事業者 地域・市民 その他 

観光事業部会 ○ 〇  交流都市 

   Ⅱ－３  広域連携ルートの構築 
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⑴ 県や関係団体と連携した教育旅行・合宿の誘致 

●本市における震災学習プログラムを整え、これまで本市に訪問実績のある関東・関西・

九州地区を中心に、県及び県内の宿泊施設、関係施設と連携した教育旅行・合宿の誘致を

図る。 

取組みの主体 
ビューロー 市 観光・物産事業者 地域・市民 その他 

観光事業部会 ○ ○  県 

 

第 
２ 
章 

   Ⅱ－４  教育旅行・合宿や MICE の誘致 

第 
４ 
章 

 

 

  
 

■ 設定理由：団体客の誘客による交流人口の拡大に向け、教育旅行・合宿、MICEの誘致

に取り組む必要があるため。 

 
 

 

 

⑵ 県及び県観光物産交流協会、郡山コンベンションビューローとの連携 

●県及び県観光物産交流協会、郡山コンベンションビューローと連携し、教育旅行・合

宿・MICEの動向に関する情報の共有や、補助制度を活用した営業活動を展開する。 

●地元の大学・企業・医療関係団体、コンベンション施設等と連携し、MICEの誘致を図

る。 

取組みの主体 

ビューロー 市 観光・物産事業者 地域・市民 その他 

観光事業部会 ○ ○ 
 県／郡山コンベン

ションビューロー 

⑸ 貸切バス借上助成金制度の拡充の検討 

● 広域周遊を促すため、貸切バス借上助成金制度の拡充を検討する。 

取組みの主体 
ビューロー 市 観光・物産事業者 地域・市民 その他 

観光事業部会 ○ ○   
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■ 設定理由：訪日外国人旅行者の増加に伴う交流人口の拡大及び旅行消費額の増大に向

け、県及び市、地域と連携した誘客を図る必要があるため。 

 
 

⑴ 日本・いわきならではの体験プログラム等の造成 

●関係団体と連携し、訪日外国人旅行者に対応したいわきならではの体験プログラム  や震

災学習プログラム等を造成する。 

●タイや台湾等、ターゲットとする国々からの留学生や在住の方と連携し、現地の方が好

む周遊プランを構築する。 

取組みの主体 
ビューロー 市 観光・物産事業者 地域・市民 その他 

観光事業部会 ○ ○ ○ 県 

 

 

⑵ 認知度向上のための営業活動の展開 

●県及び市、地域と連携し、国際旅行博や商談会、プロモーション等を通じた営業活動を展

開するとともに、諸外国の現地旅行会社への情報提供に取り組む。 

取組みの主体 
ビューロー 市 観光・物産事業者 地域・市民 その他 

観光事業部会 ○ ○  県 

 

 

⑶ ラグビーＷ杯、東京オリンピック・パラリンピック競技大会を契機とした誘客促進 

●国・東京都・県・市と連携した大会関連の各種事業へ参画し、機会を捉えた情報発信を

行い、誘客を図る。 

取組みの主体 
ビューロー 市 観光・物産事業者 地域・市民 その他 

観光事業部会 ○   国／県 

   Ⅱ－５  訪日外国人旅行者の誘客 
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⑴ 温泉・鉱泉を核とした魅力づくりと滞在型観光の推進 

●長期滞在を促す湯治プログラムのほか、滞在を促すためのモーニングタイムエコノミー

やナイトタイムエコノミーのプランを造成する。 

取組みの主体 
ビューロー 市 観光・物産事業者 地域・市民 その他 

観光事業部会 ○ ○   

 

第 
４ 
章 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 設定理由：国内外からの誘客に向け、豊かな自然資源を活用したいわきならではの旅

行商品や体験プログラム等を造成する必要があるため。 

 
 

 

 

⑵ 海・山・渓谷等を満喫できる観光プランの造成 

●いわきの海の復活を目指し、海水浴やサーフィン等のマリンスポーツ等をベースと し

た新たな体験プランの造成に取り組む。 

●地域や関係団体と連携し、海水浴場における監視やライフセーバーの設置、山・渓谷の

環境整備に取り組み、安全管理に努める。 

●桜や紅葉、草花等を活用し、四季に応じたモデルコースの提案や周遊プラン等を造成 する。 

取組みの主体 
ビューロー 市 観光・物産事業者 地域・市民 その他 

観光事業部会 ○  ○  

 

 

⑶ 食文化のブラッシュアップと提供 

●「常磐もの」の飲食マップや調理レシピの提供、いわき産農産物及び伝統野菜の紹介

等により、いわきの食の認知度向上と普及に取り組む。 

取組みの主体 

ビューロー 市 観光・物産事業者 地域・市民 その他 

物産事業部会 ○ 
 

○ 
いわき商工会議所 

／飲食店等 
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＜戦略のポイント＞ 
いわき湯本温泉郷や国宝      白水阿弥陀堂のほか、いわき自慢の食や豊富な地域資源を活 

用し、おもてなしの心をもって、お客様にリピーターとなっていただけるよう、地域資

源の積極的な活用に取り組みます。 

 基本戦略Ⅲ 地域資源の積極的な活用による観光振興の推進 

   Ⅲ－１  自然資源の活用 
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   Ⅲ－２  地場産品の活用 

 

 

⑷ 着地型旅行商品の造成 

● 地域や関係団体と連携し、自然資源をメインとした着地型旅行商品を造成する。 

取組みの主体 
ビューロー 市 観光・物産事業者 地域・市民 その他 

観光事業部会 ○ ○ ○  

 

 

 

■ 設定理由：市内企業や関係事業者と連携した地場産品の魅力向上と認知度向上に取り

組む必要があるため。 

 
 

⑴ 産学官・農商工連携による新たな商品の造成や地域産品の活用促進 

●助成金等を活用し、市内における「ふるさと産品」の造成を支援し、産品の育成による

地域経済の活性化及び地場産品の魅力向上を図る。 

● 市内企業や商工業者、関係団体、学生が造成する商品の活用や販売支援を行う。 

取組みの主体 
ビューロー 市 観光・物産事業者 地域・市民 その他 

物産事業部会 ○ ○  産学官／農商工 

 

 

⑵ 販路拡大のための各種イベントやキャンペーンへの参加によるPR活動 

●市内におけるいわき大物産展の開催や、首都圏における各種物産展・イベントへの事業

者の参加を支援し、産品の育成と販路拡大を図る。 

● 生産者と消費者を繋ぐ旅行商品の造成等により、産品の認知度向上を図る。 

取組みの主体 
ビューロー 市 観光・物産事業者 地域・市民 その他 

物産事業部会 ○ ○  いわき商工会議所 

 

 

⑶ 「日本橋ふくしま館 MIDETTE」の活用 

●県及び県観光物産交流協会と連携し、「日本橋ふくしま館 MIDETTE」におけるいわき産

品の常設を図り、認知度向上と販路拡大、並びに県産品としての地位を確立する。 

取組みの主体 
ビューロー 市 観光・物産事業者 地域・市民 その他 

物産事業部会 ○ ○  県 
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第 
４ 
章 

   Ⅲ－３  歴史・文化・芸術の活用 

 

 

 
 

 

 

⑸ 民・工芸品の伝統の継承と魅力の向上 

● 市内事業者と連携し、クラフト展等の開催による認知度向上と魅力の向上を図る。 

取組みの主体 
ビューロー 市 観光・物産事業者 地域・市民 その他 

物産事業部会 ○ ○   

 

■ 設定理由：市内の歴史・文化、芸術に関する資源を活用し、郷土愛を育むとともに、

周遊コースや旅行商品の造成に取り組む必要があるため。 

 
 

⑴ 「国宝 白水阿弥陀堂」を核としたプランづくり 

● 「国宝 白水阿弥陀堂」を核として、四季の魅力に応じた旅行商品を造成する。 

●紅葉のライトアップ等の実施に合わせ、シャトルバス運行による二次交通の確保を 行

う。 

取組みの主体 
ビューロー 市 観光・物産事業者 地域・市民 その他 

観光事業部会 ○ ○  国宝 白水阿弥陀堂 

 

 

⑵ 文化財や由緒ある神社仏閣・歴史的建造物を活用した体験プラン等の造成 

●御朱印巡り、御利益ごとの巡り、七福神巡り等、ニーズに応じた旅行商品や体験プラン

を造成する。 

取組みの主体 
ビューロー 市 観光・物産事業者 地域・市民 その他 

観光事業部会 ○   神社仏閣等 

⑷ いわきの名物となりうる「食」をテーマとしたプロモーション 

●市内外に向け、海産物・農産物・漬物・菓子類・地酒等、お客様の好みに合わせたギフト

商品の造成や、季節に合わせたプロモーションを行う。 

取組みの主体 
ビューロー 市 観光・物産事業者 地域・市民 その他 

物産事業部会 ○ ○   
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⑶ 化石や文化的な価値のある資源をテーマとしたプランづくり 

●いわき市石炭・化石館といわき市アンモナイトセンターの連携による化石の宝庫を 伝え

るプランづくりや、地域との連携による文化的価値のある資源を活用したプログ   ラムを

造成する。 

取組みの主体 
ビューロー 市 観光・物産事業者 地域・市民 その他 

観光事業部会 ○   関係施設 

 

 

⑷ いわきの歴史や地域の学びによる郷土愛の醸成 

●教育機関との連携により、子ども達を対象として、地域の歴史や地形、地質等、地域に根

差したプログラムを造成し、郷土愛の醸成を図る。 

取組みの主体 
ビューロー 市 観光・物産事業者 地域・市民 その他 

観光事業部会 ○  ○ 教育機関 

 

 

⑸ 芸術をテーマとしたプランづくり 

●いわき市立美術館や金澤翔子美術館、いわき回廊美術館等、芸術関連施設との連携によ

り、芸術をテーマとした周遊プランを構築する。 

取組みの主体 
ビューロー 市 観光・物産事業者 地域・市民 その他 

観光事業部会 ○   関係施設 
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■ 設定理由：地域に受け継がれる祭りやイベントにおいて、二次交通の整備や周辺スポ

ットと組み合わせた旅行商品の造成に取り組む必要があるため。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

⑶ 地域のイベントと連携した二次交通手段の検討 

●地域で開催されるイベントに併せた周遊コースや二次交通を提供する等、利便性の 向上

を図る。 

取組みの主体 
ビューロー 市 観光・物産事業者 地域・市民 その他 

観光事業部会 ○ ○  主催者／関係団体 

    Ⅲ－4   地域の祭り・イベントの活用 
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⑴ 祭り・イベントと連携した着地型旅行商品の造成 

● 祭り・イベントを核に周遊する旅行商品の造成や、認知度向上に取り組む。 

取組みの主体 
ビューロー 市 観光・物産事業者 地域・市民 その他 

観光事業部会 ○ ○  主催者／関係団体 

 

⑵ 地域の祭りや伝統行事の開催・支援 

●地域の祭りや伝統行事の開催・支援により、市の伝統文化等の魅力発信による交流人口

の拡大を図る。 

取組みの主体 
ビューロー 市 観光・物産事業者 地域・市民 その他 

観光事業部会 ○  ○ 主催者／関係団体 
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■ 設定理由：お客様の受入環境を整備し、利便性向上や満足度向上に取り組む必要があ 

るため。 

 
 

⑴ 観光案内所の機能充実 

●タブレットの活用による多言語での案内強化と併せ、お客様が立ち寄り易く、ワンス トッ

プで各種予約が可能な機能・体制を検討する。 

● 観光案内所における外国人観光案内所（JNTOカテゴリーⅡ）認定の取得を目指す。 

取組みの主体 
ビューロー 市 観光・物産事業者 地域・市民 その他 

地域ネットワーク事業部会 ○    

 

 

⑵ キャッシュレス化・免税店登録の推進 

●お客様の利便性向上のため、交通・宿泊・施設・買物等におけるキャッシュレス化に向

けた取組みの推進と訪日外国人旅行客に向けた観光施設等の免税店登録を推進する。 

取組みの主体 
ビューロー 市 観光・物産事業者 地域・市民 その他 

物産事業部会 ○ ○  いわき商工会議所 

 

 

⑶ 各種セミナー等の開催による観光専門人材の育成や通訳ガイドの育成 

●商品づくりやブランドづくり、地域づくり、観光動向等、各専門家によるテーマ別セミ

ナーの開催により、観光・物産事業者のスキルアップを図る。 

●「いわき地域学會」と連携した「地域学検定」への協力と検定合格者の活躍の場を検

討するとともに、観光専門の人材育成のための「観光辞典」を編集する。 

●「いわき復興支援・観光案内所」や関係団体と連携し、通訳ガイド育成への協力や活

用を図る。 

取組みの主体 
ビューロー 市 観光・物産事業者 地域・市民 その他 

地域ネットワーク事業部会 ○ ○ ○ いわき商工会議所 

    Ⅲ－5   受入環境の整備 
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⑷ 交通事業者との連携による二次交通等の交通機関の整備 

●お客様の利便性向上のため、シャトルバスや周遊バスの運行、タクシー、レンタカー、カー

シェアリング、レンタサイクル等の二次交通の整備を含む旅行商品を造成する。 

●福島・茨城・仙台・成田空港や福島・郡山駅からの利便性向上に向けた二次交通につい

て検討する。 

取組みの主体 

ビューロー 市 観光・物産事業者 地域・市民 その他 

観光事業部会 ○ 
 

○ 
いわき商工会議所 
／交通関係者 

 

 

⑸ 観光施設等における無料Wi-Fiの導入促進及び最新技術による新たな基盤整備 

●お客様の利便性向上のため、観光施設等における無料Wi-Fiの導入促進や、満足度向 上の

ための観光施設等への最新技術（AR・VR等）の導入を図り、新たな魅力の創出を推進

する。 

取組みの主体 
ビューロー 市 観光・物産事業者 地域・市民 その他 

地域ネットワーク事業部会 ○ ○  関係施設 

 

 

⑹ 観光・文化施設の老朽化対策及び更なる誘客のためのリニューアルの検討 

●お客様の安全確保及び施設の適切な管理運営を図るため、震災の影響や老朽化した  施設

の計画的な工事・修繕を実施するとともに、更なる誘客のためのリニューアルを検討す

る。 

取組みの主体 
ビューロー 市 観光・物産事業者 地域・市民 その他 

 ○   関係施設 

 

 

⑺ 震災の影響を受けた施設等の再整備の検討（海水浴場、キャンプ場） 

● 主要観光資源である海水浴場や海浜のキャンプ場の早期再整備を図る。 

取組みの主体 
ビューロー 市 観光・物産事業者 地域・市民 その他 

 ○  ○  
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１ 数値目標 

■ 「観光」「物産」の振興による「観光まちづくり」を推進し、いわき地域の経済の活性化と地

域社会の質の向上を達成するために、次の数値目標を設定します。 

 
＜ KPI（Key Performance Indicator：主要業績評価指標）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 旅行消費額、来訪者満足度、リピーター率は、ビューロー独自のアンケート調査による。 

※ 延べ宿泊者数及び観光交流人口は、市の統計数値（暦年統計）による。 

※ 外国人延べ宿泊者数は、市の独自調査による。 

※  WEBサイトアクセスPV数は、ビューローが運営するWEBサイト（いわき市観光サイト）のPV数による。 

※   旅行消費額、延べ宿泊者数、来訪者満足度、リピーター率は、「日本版DMO形成・確立計画」において、必ず設

定しなければならない数値（必須KPI）。 

第４章 数値目標と推進体制 

各 
戦 
略 
を 
着 
実 
に 
推 
進 
し 
、 
数 
値 
目 
標 
の 
達 
成 
を 
目 
指 
す 

  基本戦略Ⅲ  

地域資源の積極的な活用 

による観光振興の推進 

  基本戦略Ⅱ  

多様な旅行商品の造成 

  による観光誘客の推進 

  基本戦略Ⅰ  

    
効果的な情報戦略の推進 
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【WEBサイトアクセスPV数】 

2018年 2,201,433件を 

2023年 4,300,000件へ 

【観光交流人口】 
2018年 8,004,534人を 

2023年 9,000,000人へ 

【来訪者満足度】 

2018年 92.9％を 

2023年 95.0％へ 

【旅行消費額】 
2018年 25,187円を 

2023年 36,430円へ 

【延べ宿泊者数】 
2018年 724,704人を 

2023年 900,000人へ 

【リピーター率】 

2018年 70.8％を 

2023年 80.0％へ 

【外国人延べ宿泊者数】 
2018年 4,310人を 

2023年 9,000人へ 
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～数値目標設定にあたっての考え方～ 

● 旅行消費額 
観光庁「旅行・観光消費動向調査（2018年年間値・速報）」における日本人国内旅行の一人
一回当たり旅行単価36,430円を目指します。 

● 延べ宿泊者数 
原発作業員等の増減による要因があるため、震災後（平成24～30年）の平均伸び率は0.38％ と
なり、推計すると、5年後は約13,000人程度の増加が見込まれますが、周遊・滞在の促進
により宿泊者数の増加を図り、観光交流人口に占める割合として10％を目指します。 

● 外国人延べ宿泊者数 
過去2年間（平成29～30年）における延べ宿泊者数に占める割合は平均0.5％となっている
ことから、インバウンドの推進により、倍増の1.0％を目指します。 

● 来訪者満足度 
平成30年度いわき市観光動向調査においては92.9%となっていることから、地域全体のサ ー
ビスレベルの更なる向上により、満足度95％を目指します。 

● リピーター率 
平成30年度いわき市観光動向調査においては70.8%となっていることから、情報発信や各
種商品造成の強化により、リピーター率80％を目指します。 

● WEBサイトアクセスPV数 
前回リニューアル後の平均伸び率14.287％（平成27～30年度）を維持し、年430万件を目
指します。 

● 観光交流人口 
震災後（平成24～30年）の平均伸び率1.46％で推計すると、5年後は約60万人程度の増加が
見込まれますが、各種施策の実施により交流促進を図り、年900万人を目指します。 

 
 

【年度ごとの数値目標】 
 

指標項目 2018年度現状値 2019年度目標値 2020年度目標値 

旅行消費額 25,187 円 27,116 円 29,194 円 

延べ宿泊者数 724,704 人 756,793 人 790,303 人 

外国人延べ宿泊者数 4,310 人 4,994 人 5,786 人 

来訪者満足度 92.9 % 93.3 % 93.7 % 

リピーター率 70.8 % 72.6 % 74.3 % 

WEBサイトアクセスPV数 2,201,433 件 2,515,952 件 2,875,406 件 

観光交流人口 8,004,534 人 8,194,403 人 8,388,777 人 

 

指標項目 2021年度目標値 2022年度目標値 2023年度目標値 

旅行消費額 31,430 円 33,838 円 36,430 円 

延べ宿泊者数 825,296 人 861,839 人 900,000 人 

外国人延べ宿泊者数 6,704 人 7,768 人 9,000 人 

来訪者満足度 94.2 % 94.6 % 95.0 % 

リピーター率 76.2 % 78.1 % 80.0 % 

WEBサイトアクセスPV数 3,286,216 件 3,755,718 件 4,300,000 件 

観光交流人口 8,587,761 人 8,791,464 人 9,000,000 人 
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重要ポイント 

DMO法人は、地域が稼ぐために… 

各種データの収集・分析に基づき、戦略を立てる。 

行政や事業者、地域と連携し、戦略に基づき事業を実施する。

PDCAサイクルにより、地域をマネジメントする。 

DMOの安定的な経営を図るため、自主財源の確保に努め、それを来訪者の増加や周

遊・滞在による消費額の増大のための仕組みづくりに転換する。 

いわき地域の知識を蓄え、観光専門的知識や分析力等のスキルアップに取り組む。 

具体的な事業の進め方 

社会経済環境の変化への対応を図るとともに、いわき観光まちづくりビューロー会員

等の柔軟な発想による新たな事業創出も積極的に推進することとし、事業内容は順次見

直し更新していく。 

いわき市及びいわき商工会議所をはじめとする関係機関と、いわき観光まちづくりビ ュ

ーローの密接な協調関係による一体的な推進、社会経済環境の変化に応じた柔軟な協

力体制を図る。具体的には、本ビジョンの策定主体であることのほか、個別事業主体と

の関係（役割分担）を明確化するとともに、市民や観光関係団体、いわき商工会議所、 各

地区の商工会、まちづくり団体、ＮＰＯ等、様々な組織との連携・ネットワーク化を図

りつつ、組織内の各機関が役割を果たせる体制を確立し、特に、いわき観光まちづくりビ

ューロー会員事業所の参加による事業実施体制により、柔軟かつ多彩な事業展開を進め

ることとする。また、事業推進にあたっては、民間の経営感覚の導入により、運営 の自

立性を高めていく。 

いわき観光まちづくりビューローの内部組織体制は、議決機関である「総会」及び

「理事会」のもとに、企画・管理・評価を部会長会議の中で実施し、その配下に事業実

施機関として「事業部会」を組織する。事業部会は、会員参加型の自主的で柔軟な運

営を行う実働機関として活性化していくものとする。 

いわき観光まちづくりビューロー事務局は、総会・理事会・事業部会の事務管理機関

として機能し、職員のスキルアップやプロパー化等、体制の充実を図る。 

事業の進捗等については、外部専門家の活用等により、観光を取り巻く環境の変化や

動向を捉えていくものとする。 

 
 

 

２ 推進体制 

■ DMO法人であるいわき観光まちづくりビューローは、本市における観光まちづくりの舵

取り役として、観光・物産事業者をはじめ、各団体等と連携しながら、本市の「観光まちづ

くり」と「地域が稼ぐ」の実現に向け、着実に事業を展開するため、PDCAサイクルにより 

「地域を観光マネジメント」する役割を担います。 

■ いわき観光まちづくりビューローを構成する会員事業者は、観光まちづくり事業の中心  的

担い手としての立場を認識し、積極的に事業に参加し、自らの事業活性化と合わせて全市的な

観光まちづくりの推進に貢献します。 

■ いわき市やいわき商工会議所、関係機関は、本ビジョンを観光・物産振興の全市的な計画

として共有し、さらには、その他産業・市民・地域づくり団体等においても、相互密接に連

携・協調しながら役割を分担し、一体的に観光まちづくりの目標達成を目指します。 
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行政による下支え 

国（観光庁等） 

福島県 

いわき市 
 

 

 
各種産業との連携 

その他関係機関 

(商・工・金融業) 

いわき商工会議所
商工会 

 

 

 

 

 

広域的な連携 

東北観光推進機構 

他市町村観光協会等 

県観光物産交流協会 

【具体的な連携内容】 

○ 観光･物産事業者／観光･物産関連事業者 (宿泊業)：宿泊施設の整備・提供／インバウンド対応／お客様へのおもてなし 等 

(飲食業)：地域の食の提供／インバウンド・ムスリム対応／お客様へのおもてなし 等 

○ 交通事業者／交通関係事業者：二次交通（バス、タクシー）の利便性・サービス向上／インバウンド対応／お客様へのおもてなし 

／レンタカー、カーシェアリング、レンタサイクル等との連携 等 

○ 農林水産業者：体験プログラム等提供／６次産業化商品造成／民泊への取組み 等 

○ 市民／市民組織：観光まちづくりへの理解／ボランティアガイド・通訳ガイドへの参加／お客様へのおもてなし   等 

○ 教育機関：学会・スポーツ大会等の誘致／フィールドワーク等調査／学生参加／多言語情報発信 等 

○ いわき市：人的・財政的支援／観光関連施設や案内板、駐車場等のインフラ整備／各種事業支援／庁内連携     等 

○ いわき商工会議所／商工会／その他関係機関：地域名産品の造成／産業観光への協力／キャッシュレス化・免税店登録の推進      等 

 

 

DMOを中心に、地域が一丸となって取り組む観光まちづくり 
 

【DMO法人の役割】 

本市における「観光まちづくり」の舵取り役として、観光・物産事業者 を
はじめ行政や各団体等と連携しながら、観光戦略の立案と戦略に  基づ
く事業をPDCAサイクルのもと推進し「地域の観光をマネジメント」 する
ハブとして機能する。 

 

市民・市民組織 

 
 

事業参画/連携 事業参画/協力 事業参画/協力 

 

 

地域が
一丸と
なった
取組み 

 

 

連携 連携 連携/情報共有 
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一般社団法人いわき観光まちづくりビューロー 

DM O 

法 人 

教育機関 

(大学・高専・高校等) 

観光･物産事業者 

観光･物産関連事業者 

交通事業者 
交通関連事業者 

農林水産業者 


